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今回は 「古代の轆轤 工 と渡来人(Ⅱ)」 として,「 うつわの文化史」をとりあげた。古代において

轆轤工が製作 してきたものは,主 に仏具 と容器 ・食器の類であ り,そ のうち人々の生活に密着 し,

また私自身が興味を抱いている研究対象は容器と食器である。「古代の轆轤 工 と渡来人」 というテー

マをとりあげた理由は,轆轤 工の存在とその仕事の内容を明らかにすることが主目的であ り,そ の

過程で轆轤 工が主に手掛けてきた食器と容器の歴史をたどることを想定 してのことであった。

轆轤工が手掛けたものは木製品であるが,木 製品は石器や土器に比べると出土率が非常に低 く,

出土資料や伝世品だけで木器の歴史を語ることは難 しい。しか しながら,古 代の人々はそれぞれの

材質の特性を踏まえた上で土器と木器を組み合わせ,食 器や容器,そ のほかの生活雑器を使い分け

てきたことが知られている。その実態をたどってい くと,主 要な食器や容器類は土器類が多用され,

土器を補うものとして木器が使われたことが確認できている。現状では十分な資料が集まっている

とはいえないが,今 回の報告では一試論 として 「うつわ」を中心 とした古代の生活史を概観する。

 This paper is going to take up the "Cultural history of dishes" as a part of the "Ancient pulley 
and the Korean people series II". In the ancient  times the pulley was used to make basically dishes 
for Buddist altar and similar tablewares. In the meantimes these items become part of the daily life 
of the people, therefore I personally developed and interest concerning these vessels and table-
wares. The main reason why I took up the theme of "Ancient pulley and the Korean people" is to 
understand the pulley itself and the details of their work. During the process, I assumed that by 
dealing with the pulley, I would understand the history of dishes and tablewares. 

 The pulley connected with woodenwares, however comparing the woodenwares to the earthen-
wares and stonewares, the share of woodenwares are very small. It become clear that using only the 
excavated materials and the items passed by generations, it is very difficult unearth the history of 
woodenwares. However, one can understand that the people in the ancient times used the  combina-
tion of earthenware and woodenware applying the speciality of the material, and used the table-
wares and dishes adjusting them properly to need of their life. Tracing back the actual topic, it has 
been proved that among the important tablewares and dishes the earthenwares were widely used, 
while the woodenwares were supplimentary to them. One can not say that there are enough material 
collected, but as an essay, concentrating on dishes, we can provide this survey.

は じめ に

国際社会文化研究所紀要第11号(2009年)で は,輔 輔 という工作用具を使用 して,経 軸 ・小塔な

どの仏具,お よび膳 ・椀 ・杯など丸物 とよばれる木製のうつわを製作 してきた工人について述べた。
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研究テーマとしてかかげた醜輔工 と渡来人との関係については今日なお不明な点が多いが,渡 来系

の氏族が関係 していたことが明 らかになった。また近江地方においては,古 代より木材関係に従事

する工人が多かったことを確認 した。

今回は 「古代の韓輔工と渡来人(H)」 として,「 うつわの文化史」 をとりあげた。古代において

醜轍工が製作 してきたものは,主 に仏具と容器 ・食器の類であ り,そ のうち人々の生活に密着 し,

また私自身が興味を抱いている研究対象は容器と食器である。「古代の輔轄工 と渡来人」というテ

ーマをとりあげた理由は,輔 鞭工の存在とその仕事を明らかにすることが主目的であ り,そ の過程

で輔韓工が主に手掛けてきた食器と容器の歴史をたどることを想定 してのことであった。現状では

十分な資料が集 まっているとはいえないが,今 回の報告では一試論 として 「うつわ」を中心 とした

古代の生活史を概観する。

韓輔工が手掛けたものは木製品であるが,古 代の人々はそれぞれの材質の特性を踏まえた上で土

器と木器を組み合わせ,食 器や容器,そ のほかの生活雑器を使い分けてきた。その実態をたどって

い くと,主 要な食器や容器類は土器類が多用 され,容 器や土器を補うもの として木器が使われたこ

とが確認で きている。たとえば,大 型の深鉢型土器は木の実や貝,穀 物などの煮炊 きするために使

われ,小 型のうつわに盛 り分けるために木製の杓子が使われた。貯蔵用の大甕 もまた土器で造られ

ているが,蓋 らしい木製の板 も出土 している例がある。木材は圧縮 に強 く,ま た素姓のいい木であ

れば割ることによって板材にすることが可能である。 したがって,建 築材や板材などは木製品が主

要な役割を果たしてきたことが知 られている。

日本のうつわの歴史をたどっていくと,あ る時期から土器(陶 磁器 を含む)と 木器がそれぞれの

役割 を果た しながら推移 してきたことがうかがえる。ある時期 というのが問題になるのだが,い く

つかの推移の過程を見出すことができる。土器に比べて木器の出土品は残 りにくいために,木 器の

時代 を検討するためには土器 との相互関係をみていく必要がある。 したがって,土 器に関する先行

研究についての理解は欠かせないものであ り,こ こでは木器 と土器 を対応させなが らその変遷をた

どってい く。

なお,「古代の韓轄工 と渡来人(1)」 のなかでも,う つわの歴史について言及 した部分がある。

一部重複することになるが
,文 章の流れを優先させた。 またとりあげる範囲は,縄 文 ・弥生時代か

ら古代 までとした。

1縄 文 ・弥生の器

縄文時代の木器 うつわの材質 ・形態等の大きな流れをみてい くとき,縄 文 ・弥生期から出発す

るのが常套手段であろう。物事の出発点に立ち戻 り,そ の形態お よび技術の連続性 と突然の変化を

たどることによって,問 題点を見出すことができるかもしれないか らである。縄文時代の木製品に

ついては,豊 富な資料が出土 しているわけではないが,比 較的多量の木製品を出土 している桜町遺

跡(富 山県)の 事例 と,「考古資料大観』を参考にして,そ の推移の確認をしてお きたい1・2)。

桜町遺跡では,木 製品を①構築材,② 施設材,③ その他の加工品,④ 器具,に 分類 し,出 土時期,

お よび出土量の目安 としている。構築材は柱材 と柱根,施 設材は水場材(枠 材,足 場材,杭 材)と

貯蔵穴(蓋 材,枠 材,杭,底 板)に 関する材,そ の他の加工品は丸木材,半 割 り材,分 割材,板 材

など,そ して器具材 として,石 斧の柄,石 斧の留め具,襖,掘 り棒,鋤 状木製品,劃 物,削 り出し
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古代の韓轄工と渡来人(皿)

棒材,弓 などをあげている。

当遺跡からは縄文時代中期以前(7,000年 ～&000年 前)か ら木製品の出土がみ られ,そ の多 くは

丸木材,分 割材,板 材などの 「その他の加工材」である。遺跡からの出土量が多いのは中期末から

後期初頭(4.000年 前)に かけてであ り,全 出土品(1776点)の60%を 占めている。その中でも多

いのが 「その他の加工材(438点)」 であるが,「施設材(104点 〉」がそれに次いでいる。 また縄文

時代後期末から晩期前葉(2,500年 前)か らの出土品は全出土量の16%と 急速に減少するが,そ の

なかでも施設材の出土量がきわめて高い。

施設材は水場 と貯蔵穴に関する材が多くを占めてお り,水 場は堅果類のアクを抜 く目的で,水 場

に構築された施設であるとされ,東 日本を中心にその遺構が出土 している。湧 き水や清水の近 くに,

石敷 きや木組みによる施設が確認 されてお り,こ れらの施設は飲料水の確保 とともに,未 完成木製

品の管理,繊 維等の晒 し,堅 果類のあ く抜きなどが想定されている。なかでも周辺の状況から木の

実を晒 した場であることが確認 された遺跡もある。大きな実をつけ,で んぷん質を豊富に含み,栄

養価の高い トチの実は重要な食料になっていたことは十分推定で きるが,強 いアクを含む木の実で

ある。 しか しアク抜 きの処理ができれば,有 用な食糧としての価値が高 く,水 に晒 し,火 にかける

ことでアクを抜 くことがで きる。その施設として使われたとされる木組みの遺構であった。

桜町遺跡では,縄 文中期末(約4000年 前)と 縄文晩期(約2500年 前)の 木組みの水場が確認 され

ている。縄文中期末の ものは日本最古の木組みの水場であるといわれてお り,そ の周辺からトチな

どの木の実が大量 に出土 した。この施設は,人 為的に水量が調節できるよう工夫されている。必要

とする水量,流 れる速度などを調節するための仕掛けが随所にみられるという。またこの遺跡では,

優良な木製品の素材である トチノキ自体 も大量に出土 しており,ト チノキの管理がなされていた可

能性が高いという。

また縄文晩期のものは,小 河川の岸辺に長さ約150cm,幅 約80cm,深 さ15cmの 規模で,そ の中

か らミズナラ,コ ナラを主体に,ク ヌギ,ア ベマキなどの ドングリが出土 しており,ド ングリ類を

アク抜 きした水晒 し施設であると考えられている。同じような例は赤山陣屋遺跡(埼 玉県川口市 ・

縄文晩期),栗 林遺跡(長 野県中野市 ・縄文後期)な ど,東 日本を中心 に全国で10か 所ほど出土 し

ているという。

木の実のアク抜 きが可能になり,し かもその貯蔵ができるようになると,食 糧の安定供給の可能

性が高 くなる。これら食糧を調理するための煮沸用や貯蔵用の土器のほかに,木 製容器類の出土 も

み られるようになる。その多 くは剖物である。剖物の容器は中期末以前のうつわの口縁部らしいも

のが数点確認 されているが,具 体的な形態は不明なものが多い。中期末か ら後期初頭(4,000年 前)

にいたると,器 具材 としてコップ型容器,注 口をもつ片口と推定される容器,高 杯と推定される容

器等が出土する。

コップ型木器は口径17cm×19cmの 楕円形で,器 高は6.7cm,体 部の側面に把手がつ き,外 面の

口縁部と底部に弁柄漆が施されているという。使用目的については不明であるが,中 に液体や粥状

のものを注いでも,う つわが汚れた り変形 しないような工夫がなされているようにみえる。片口型

容器 も液体や粥状のものを注 ぐために使われたと推定でき,内 外面が丁寧に磨かれ,こ れも弁柄漆

が塗布されている。高杯 と推定 される木器は脚部の4分 の3ほ どが残っているのみであるが,や は

り黒色と弁柄漆が交互に塗 られているという。このほかに容器であろうと推定できる漆塗 りの小破
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片があ り,ま た大型の例物容器や鉢型容器と想定 される木器 も出土 している。

出土木器の形が想定できるものは多 くないが,数 種類のうつわ,も しくは容器とみられるものが

出土 し,し かも木器 を保護するために漆を塗ったものが多いことは注目に値する。漆に関する技術

は,こ の時期にはすでに高いレベルに達 していたことが理解で きる資料である。このほかに器具 と

して石斧の柄,石 斧の留め具,懊,掘 り棒,鋤 状木製品などが出土 していることにも注目したい。

石斧関係の ものや梗等の道具類は,木 製品の加工 と関係が深いであろうし,掘 り棒,鋤 状木製品な

どは自然物採集を含めた食糧の確保 と関係が深いことが想定できる。今後出土量が増加 し分析が進

むにつれ,食 糧獲得に関わる方法 とその技術,お よび加工 ・調理 ・保存の方法などが明らかになっ

ていけば,縄 文文化の姿が より具体的な形で姿を現すことになる。

小型の器と食物 縄文時代の容器と食器の代表は,何 といっても土器であり,そ の出土量は木製

品よりもはるかに多い。なかでも大型の深鉢型土器は縄文の文様が施された立派なものが多い。各

地の考古学系博物館では,縄 文土器製作の講習会を開き実験 を重ねているが,縄 文人が製作 した土

器に匹敵するような土器はなかなか作ることができないようである。縄文土器は美 しいばか りでな

く,そ の製作技術は高度なレベルに達 し実用に耐えられるものであることが明 らかにされている。

縄文土器のうち大型の深鉢型の土器 と小型の土器について取 り上げると,土 器の製作技術は非常

に優れたものがあるが,一 一般に深鉢型の ものは粗製品が多 く,小 型の椀型,皿 型の土器は丁寧に作

られているものが多い という。そして前者は煮炊き用に用いた土器であることはよく知 られている。

これに対 して小型の土器は煮炊 きしたものを盛 り分けたのであろう,と いうのが今 日一般に認めら

れている。縄文後期に至ると,一 般に粘土 も細か く焼 しまりもよく,器 面には光沢をもったきれい

なものが多い。そ して小型の土器の中には注口土器,浅 鉢,皿 などの器形が一般化 し,そ れらのバ

リエーションとして,様 々な形状の小型土器が目立って多 くなるという3)。

千葉市の加曾利貝塚博物館で,学 芸員 として研究を続けてこられた後藤和民氏は 「縄文時代の後

期から晩期 にかけて,小 型の土器が非常に多 く出土するようになる。これは多分食べ物 を1人1人 盛

り分けるものであったのではないか,そ して深みのある鉢型の土器や椀型の土器は,熱 くて粥状も

しくはスープ状の食べ物を入れたのではないか。この時期になるとそのような食べ物を熱いうちに

食べるという食生活状の変化があったのではないか」と推測 しているの。

粥状のものや汁状の ものを食べる習慣は弥生時代,そ してそれ以降も伝統的な食べ物 として受け

継がれてい くと考えられる。弥生時代においても小型の椀状の土器や木器が出土 しているのはそれ

を物語るものであろう。弥生時代には稲作が伝えられてお り,後 期には甑 と確認で きる小型の鉢型

土器が出土 しているが,米 を主食にしていたか どうか問題が残る。む しろ米 とその他の食材 ととも

に粥状にして食べていたとみるべ きであろう5)。

このようなことは民俗事例 としても各地でみ られたものである。たとえば宮崎県西都市銀鏡では,

カシの実のあ く抜 きをして粥状にしたカシノミギャー(カ シの実粥)が あ り,高 知県椿山にはサン

ドメシという料理法がある。サ ンドメシは米,ヒ エ,ア ワを混ぜて一緒に煮たものであるが,サ ン

ドメシに限らず,米 に様々なものを加えて煮炊 きすることは普通に行なわれて きたことであ り,雑

炊や芋粥をはじめ として,各 種の混ぜご飯などは今日でも一般の家庭で も食膳に上がっている。こ

のようなものは椀型の うつわが適 している。

弥生時代の土器構成 弥生時代は稲作 という新たな生業が加わ り,西 日本 と東 日本ではその度合い
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古代の饒轄工と渡来人(n)

が異なるものの,従 来の生産 ・生活様式が変化 した時代であった。必然的に用具や器具も新たに加

わ り,ま た変遷 してい く。食生活においては縄文時代から引き継いだ自然物採集,お よびその加工

法に加えて,穀 物の栽培(木 製農具),収 穫(石 包丁 ・木製包丁),脱 穀 ・調整(臼 ・杵),煮 炊 き

(深鉢),保 存(壷 ・桶類など)と いう新たな栽培 ・食物加工法がおこり,そ れに伴って器具類やう

つわ類にも変化がみられるようになる。その結果,縄 文時代に多様であった土器類が,深 鉢 と壺 を

基本として少量の土器類とで成 されてい くという。

工楽善通氏 によると,西 日本に分布する遠賀川式土器の器種構成は,「 早期の菜畑遺跡では深鉢

が50%以 上,浅 鉢が40%近 くもあって,他 に若干の壷 ・高杯が伴っていた。ところが板付1式 にな

ると,壼 の量が著 しく増え,壺 と甕(前 代の深鉢)が ほぼ同量で,合 わせて80%を 占めるようにな

り,他 に少量の鉢,高 杯と壼 ・甕用の蓋などが伴う。板付n式 には無頸壺 も登場する。 このような

器種構成は各地でほぼ同様である」という。これに対 して,主 として東北地方に分布する砂沢式土

器の器種構成は 「甕,煮 沸用の深鉢,鉢,台 付鉢,壼,注 口土器によって成 り立っている。甕と深

鉢が全体量の約半分 を占め,鉢,高 杯,壼 が約10%か ら20%を 占める比率は,縄 文時代晩期終末の

性格をその まま受継いだものと考えられている」と述べている6》。

西日本において土器が甕 と壷に集約されてい くことと,コ メをはじめとした穀物の栽培が食糧確

保の上で重要な位置 を占めるようになることと関係が深いであろう。弥生時代の代表的といわれる

遺跡は,北 九州,山 陰,近 畿から東海にかけての地域に集中 している。その多 くの集落は灌瀧用水

路や農道を伴なった水田が検出されてお り,完 成された稲作が行なわれていたこと,コ メのほかに

畑作物 としてコムギ,ア ワ,ヒ エ,マ メなどの作物が栽培 されていたことが明 らかにされている7)。

穀物の栽培,そ して調理と保存が人々の大きな関心事となり,そ れが出土土器の器種構成に現われ

ているように思 う。東北日本において縄文晩期の器種構成が残存 しているのは,穀 物栽培の技術が

行きわたっていなかったことを裏付けるものであろう。

多様な木製品の出現 弥生時代の出土木器は,生 産 ・加工用具 として石斧や鉄斧用の柄のほか,農

具であるクワやスキ,エ ブリ状のもの,田 下駄,近 畿地方を中心に出土する木製の穂摘具など,水

田や畑で使用 されたものが新たに登場する。そ して弓矢,匙 と杓子,木 製容器,う つわの類,建 築

材などが出土 し,縄 文時代に比べる多様な形がみられる。この うち容器 と食器については,製 作技

術から分類すると剖物,挽 物,板 物(指 物),曲 物 に分け られるが,弥 生時代には例物以外の容器

やうつわは,具 体的な形態がわかる遺物が少ないという。 うつわに関して も剖物が主流であるが,

そのうち鳥取県埋蔵文化財センターの分類にしたがって槽 ・盤類,例 物桶,高 杯,小 型の椀型木

器 ・杯型木器に注 目してみたい。

木製品の出土量が多い遺跡 として知られているのが,弥 生時代前期末に成立 した鳥取県青谷上寺

地遺跡である。 この遺跡の立地状況は 「湖沼や河川に面 し稲作を主 として補助的に穀物 ・豆類 ・果

菜などの畑作を行なう水辺の集落」であ り,展 型的な西日本の弥生集落にあてはまる。遺跡が営ま

れていた時代には,集 落の前面には潟湖が形成されてお りその先には日本海が広がっていたという。

農耕にも漁携にも適 した立地であった。 また比較的木製品が残 りやすい環境にあ り,第 一次調査

(1998年 ～2001年)で は木製品の総点数が約1万 点にのぼ り,木 器だけでも弥生時代前期末から古墳

時代前期にかけて木片を含めて1000点 余 りが出土 している。

木器の種類は高杯,コ ップ状 ・椀状のうつわ,桶 状の容器,壼 状の容器,盤(槽),鉢,大 小の
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匙,組 み立て式の箱 ものなどがあり,板 材,柱 材,桁 材,梁 材,根 太材,大 引材,屋 根材,窓 枠状

木製品,鼠 返 しなどの建築材が木器よりも大量に出土 していることが注目される。1万 点の木製品

のうち,そ の7割 が建築材であるという。このほか袋状鉄斧の柄,斧 の柄などの工具,直 柄平鍬 ,

直柄横鍬,組 合せ平鋤,田 下駄,泥 除け,木 包丁などの農具,擢,ア カ取 り(舟 の中に入った水を

くみ取る道具)な どの漁携用具のほか,カ セ(紡 いだ糸を巻 く道具),鳥 型の木製品,腰 かけ,長

方形の板 を縫い合わせた木製の盾などが出土している(「上寺地遺跡展示館資料」および 「鳥取県

埋蔵文化財センター2005」 による8)。以下 「展示館」「センター」 とよぶ)。

木器については,弥 生前期末から中期末の間には前出の種類がほほ出揃っている。弥生時代後期

末に至ると,赤 や黒の文様が描かれた漆塗 りの曲物の底板,黒 漆を下地にして,赤 漆で同心円紋や

連続渦紋などを施 した蓋付 き漆塗 り壺型容器など,さ らに手の込んだ製品がみ られるようになる。

『青谷上寺地遺跡 出土品調査研究報告。木製容器 ・かご』(以 下 『報告書』 という)を 参考にして,

木製容器の器種構成をみてい くと,最 も数量が多いのが槽 ・盤の類(162点 ・157%〉,次 いで桶類

(151点 ・14.7%)お よび底板(139点 ・13.5%),高 杯(138点 ・13.4%),蓋 類(102点 ・9.9%),

椀 ・杯型容器(78点 ・7.6%)と 続 く。底板 と蓋類は単独では機能 しないものとして考 えると,こ

の遺跡で用いられた主要な木製容器は,槽 ・盤類,桶 類,高 杯,椀 ・杯型容器になる。槽 ・盤と桶

の類が多い理由について同センターでは,元 来大型の容器であ り廃棄時の破片が多 くなること,破

片が大 きいために残 りやすいことをあげている。さらに桶の場合は底板 とセ ットになるため,そ の

組み合わせ を考慮すると槽 ・盤の類よりも数量が多 くなることを予測 している。

槽 ・盤類 盤 ・槽類 は,弥 生前期か ら中期 に出現 し,中 期から後期 に至 り多 くの量 を出土する。

木取 りは横木取 り,ス ギ材を多用 した剖物である。脚付 きのものと脚のないものがあり,脚 の形は

長方形,円 形,下 駄の歯状の ものなどがある。特別大 きなものは長さ150cm,幅 は約38cmの 長方

形で,深 さは約&5cm,底 には丸型の足が2ヶ所ついている。一般には長径が40cmか ら50cm,小 型

の もので30cmほ どのものがみられる。長方形のほかに,四 隅が緩やかなカーブを描 く小判型 もの

があ り,大 きな もので長径が48cmほ ど,短 径が30cmあ まりである。小さなものは長径30cmほ ど

の もので,こ の中には把手を伴うものもみられるが,こ れは持ち運びをするため,も しくは小分け

するためにものを移しかえるときに使ったことも考えられる。脚のつかない槽 ・盤類 も大小のもの

がみ られ,形 は長方形 ・小判型,そ して円形に近いものが主体である。

盤 ・槽類の出土状況を,深 鉢と壺を中心として少量の土器類の構成 を基本 とする西日本の各地を

みていくと,北 西九州では縄文時代晩期にそれらしきものがみえ,弥 生時代中期 には多様な形態の

ものが出揃い,古 墳時代 に入ると次第に減少する傾向がある。そのほかの地方では弥生時代中期か

ら古墳時代前期 までが中心になるが,山 陽,四 国,近 畿,東 海地方では古墳時代 を経て古代に至る

までその流れが続いている。どの地方も共通していることは,弥 生時代中期 に各種の槽 ・盤などの

剖物類が出揃っていることである。また比較的小型のもの円形のものがみられるが,総 じて長方形

もしくは小判型のものが多 く,大 形になると円形のものはみ られない2)。

これ ら槽 ・盤の類がどのような使われ方をしたのか具体的には明確ではないが,民 俗事例を参考

にすると以下のようなことが考えられる。ただし民俗事例はあくまで も傍証資料であ り参考程度の

とどめてお く必要があろう。

まず頭 に浮かぶのは,口 径(長 径)40cmか ら45cm,深 さが10cm前 後の小判型や円形の剖物で
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ある。この型の剖物は全国的にみられるもので,ソ バ粉,小 麦粉,米 粉など,粉 状の もの をこねる

木鉢はこの形 に近い。 また食物の入れ物にも使用している(岐 阜県徳山村)。 この中でさらに大型

の口径が60cmほ どのものは、石臼の下に置いて粉 を受ける例は日本で も韓国で も見られる。大き

なものになると,持 ち運びができるよう把手をつけるか,持 ちやすいように窪みを掘ることが多い。

韓国ではこの種の鉢をハンジといい,餅 の調理などに使っているが,持 ち運びやすいように鉢の両

側に耳がついている。また口径20cm前 後の小型の剖物は穀物や粉を小分けするときに使用するこ

とがある。

長 さ1mあ まりもある大型の長方形や縦に長い小判型の劇物は,餅 掲 き用臼 として使用 している

例がある(韓 国 ・中国朝鮮族 ・貴州省苗族)。 また,大 型で素朴な剖物 としては流水をためるため

の水槽,特 殊な例では鍛冶屋などが作業に用いる水槽,家 畜の餌用のフネ,ニ ガリを受けるシオブ

ネ(徳 山村)な どとして使われている。

例物 に脚をつける理由の一つは,地 面や床の上に直に置くことができない ものをのせる台 もしく

は容器,ま た下か らの湿気を防ぐことなどが考えられる。韓国では長方形の少々深めの膳 として,

食器を載せる台 として使われる例がある(全 羅道民俗博物館)。 アイヌ民族が使用 してきた容器の

中にも脚付 きの盤がみ られる。まな板 として使用 したもので,長 さ80cm,高 さ12cmほ ど,前 方後

円墳のような形をしている。円形の部分は鉢状に劇 り,方 形の部分は平面であるが多少窪みをつけ

ている。主に山菜や野菜を刻む際に用い,刻 んだものは一時的に鉢状の中に入れてお く。また小型

のものは客が来たときに饗応盆 としても用いられる。魚の燃製やゆでた肉などを盛 り,そ れを切 り

取って食べるので刃物 を添えて出したという。

割物桶 剖物桶は例 りぬいた胴部に底板をはめたもので,弥 生中期か ら多 く出土するようになる。

すべてが縦木取 りであ りスギ材が多用されている。平面形は小判型,円 形のものがあ り,タ イプと

しては直胴型,逆 台形型,そ して太鼓胴(宮 胴)の ように中央部が緩やかにふ くらみ脚を伴 うもの

等に分け られる。大 きさは原形を残 しているものが少ないため,正 確には計測できていないものが

あるが,直 径(長 径)が10cm前 後のもの,20cm前 後の もの,大 きい ものでは40cmか ら45cm(高

さ60cm)ほ どのものもある。形態的には縦に長い筒型と半切型に分けることができる。

把手がついているものがほとんどであ り,持 ち運ぶことを前提にして作 られたと考えられる。桶

の大きさは大 まかには,大 ・中 ・小の3種 類に分けられることから,そ れぞれ使用目的をもって製

作 されたであろうこと,ま た蓋状の木製品が出土品の中の10%ほ ど含まれてお り,蓋 を伴 う桶であ

れば食糧の保存用 として使われたことも想定できる。

剖物桶のすべてが縦木取 りである。芯の部分は木質が硬 くまた割れやすいために,芯 をはず して

加工することがあるが,こ の剖物桶は底の部分まで剖 りぬいているのにもかかわらず,芯 をはずし

て木取 りしているものがほとんどである。集落の周辺には太い材が豊富にあったことが理由の一つ

であろうが,芯 持 ちの場合 と芯を外す場合では桶の性質に大きな違いが出て くる。前者は年輪にそ

って剖 りぬいてい くと,側 板に年輪の形が残る。樹木は,冬 期間は成長 しないためにこの期間の年

輪は細 く堅い。春から秋までに成長する部分は木質が柔らか く,ス ギなどの針葉樹 にはこの年輪の

差はっきりと出る。年輪の堅い部分は水分や塩分を含んだ液体を通 しにくい。また芯を抜いて加工

する場合は,年 輪の筋を切って しまうために長期間にわた り水分や塩分の多いものを保存するには

不向きであろう。
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その一方で,芯 持ちの場合は木の大きさや木口の形に左右されるため,出 来上がる桶類は多様な

形になるが,大 木の芯をはずして木取 りする場合は,あ る規格に準 じた大きさのものを製作で きる。

青谷上寺地遺跡か ら出土する桶類は比較的規格が整っているのはそのためであろう。 したがって,

この種の桶は水気や塩分の少ないものを短期間貯蔵 し,ま た運搬するために,も しくは比較的水分

を含まないものの貯蔵や運搬に適 していると考えられる。また同じような大きさや形態を整える何

らかの必要があったのではないかと考えられる。

「報告書』によると,創 物桶の底板の接合方法の多くは,内 側および外側から目釘でとめる方法

と,添 木を底部に通 して底板を支える方法がとられている。底板に添木 を用いて補強する方法は大

型の桶 にみられる。先にみてきたように,桶 の形は直胴型,逆 台形型,そ して太鼓胴(宮 胴)型 が

あ り,後 者の二つの型は底の部分がすぼまっているため,上 か ら底板をはめ込むことで固定するこ

とが可能である。また直胴型のものでも底に近い部分を厚めに加工 しているものがあ り,こ れなど

も底板 をはめるには合理的な方法であるが,こ のような方法を用いた例はきわめて少ない。多 くは

目釘や添木で底板を支える方法をとっているのは,や はり何らかの理由があるのかもしれない。胴

の下部 を厚 くするのは目釘や添木の強度を保つためであろう。

剖物桶の一つの事例として,岐 阜県徳山村には胴を剖 りぬき,別 材で底をとりつけた剖物桶が使

われていたことが報告 されている。口径約40cm,高 さ53cmで,こ れを 「ドウヌキ」 といい,主 に

アワ ・ヒエなどの穀物の保管用に使っていたという。胴の部分は トチ,底 板はヒノキの3枚 組で,

側板の底部 を多少厚めに取 りその上にのせている9)。

中国貴州省雷山県の苗族の桶は,何 枚 もの板を組み合わせた結桶であるが,底 板の固定は側板内

面の下部 を厚めに取 り,そ の上に底板 を乗せ,さ らに添木を用いている。底板は柾 目取 りすること

が多 く,数 枚で構成する。底板の外面を柾目と直角方向に台形型の溝を掘 り,添 木は角度の緩やか

な懊型にして逆台形に加工し,桶 底の溝にそって木槌で叩きながらはめ込んでいく。大きいもの も

小さいものも同じ方法であ り,盟 のような口径の大きいものは添木を2本 使 うことがある。このよ

うに加工すると底板の補強ができ,比 較的重いものであっても持ち運びがで きる。 また苗族の桶の

中で把手が伴っているものは甑と水桶のみであり,そ の他の桶類には把手は付いていない1ω。民俗

例を見ても一般に把手 を伴 う桶は手桶,水 桶,釣 瓶用桶,肥 料用桶等であ り,そ のほか醸造用の特

殊な桶類である。青谷上寺地遺跡か ら出土する桶類のほとんどに把手状のものが伴っているのは,

特殊な使用方法があったことも視野に入れてお く必要があるのかもしれない。

木製高杯 青谷上寺地遺跡では,木 製の高杯が椀 ・鉢類よりも多 く出土 していることが注 目され

る。魏史倭人伝に 「飲食には高杯 を用い,手 づかみで食べる」という一節がある。 この記述を手放

しで受け取ることはできないかも知れないが,食 物を盛る器具としての高杯の存在は注目すべ きで

あろう。これより先,富 山県桜町遺跡から縄文中期末から後期初頭(4,000年 前)の 地層から高杯

の脚部が出土 していることは先に記 したとおりである。高杯は非常に古い時代から継承されてきた

うつわであることを知る。

青谷上寺地遺跡の木製高杯で古いものは,比 較的簡素な造 りであ り杯部の縁が水平に広がるもの

が多 く,ま た杯が深いのが特徴的である。「報告番」には大小2点 が掲載されてお り,そ のうち小

型の ものは脚の部分が欠落 している。外周の直径 ・内周の直径 ・杯の深 さはそれぞれ17.6cm,

134cm,Z5cmほ どである。ただし杯 も一部欠落 しているため,外 周の直径は想定 したものである。
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また大きいものは杯の外周の直径 ・内周の直径 ・高さ ・杯の深 さは28cm,16cm,23cm,6cmほ

どである。この形式のものは弥生時代前期末から出土 し,古 墳時代前期まで続 く。

後期 になると上記の形式の ものに加えて,杯 の深 さが浅くなる傾向があ り,さ らに杯底部外面に

花弁状の装飾を施 したものが現れる。代表的なものは6葉 の花弁状の装飾をもち,口 縁部には1カ

所透かし孔 をもつ大 きな飾 り耳がつ くが,こ の種の高杯は現状では5点 出土 しているだけなので,

特別の日に用い られたものではないかという。また,同 じ形態の高杯は比恵遺跡(福 岡),西 河津

遺跡(島 根),袴 狭遺跡(兵 庫),白 江梯子川 ・白江念仏堂 ・南新保遺跡(石 川)な ど日本海側の各

遺跡で出土 してお り,互 いに技術交流があったのではないかという研究 も進められている。

高杯お よび杯型の うつわは比較的大 きな脚部をもつのが特長である。青谷上寺地遺跡の古い高杯

の脚の直径は16.5cmほ どであるが,後 期 になるとさらに大 きくな りがっ しりした ものになり装飾

的になってい く。元来高杯は食物を盛る機能をもっており,後 には神饒を供えるための容器の代表

的存在になってい くことから,高 杯 という器自体が人々の信仰の対象になっていることが想定でき

る。杯の部分が浅 くなってい くことは,高 杯が装飾的になることを含めて,信 仰用具との関係をみ

てい く必要があろう。供物用のうつわは台をつける必要があ り,食 膳具の象徴的存在として,高 杯

(杯)が 信仰の対象になったことが推測できる。

椀型の器 ・杯型の器 この種の器については厳密に分類することがむずか しいため,鳥 取県埋蔵文

化財センターでは椀型と杯型の器は同 じ分類に含めている。今後資料が増加 した場合,ま た機能分

類が進んだ段階では別器種になる可能性もあるという。いずれ も剖物であり前期末から出土 し中期

の ものが最 も多 く,後 期には出土量が減少するという。椀型の うつわについては,セ ンターでは

「コップ型容器」 もしくは 「砲弾型容器」 とよんでお り,尖 底土器のように底が とがったものがほ

とんどである。大型の ものでは口径14cmあ まり,高 さ12cmあ まり,厚 さ5mmほ ど,小 型のもの

は口径9cm,高 さ12cmほ どの ものである。半製品以外は器の内外 とも丁寧に調整されており,中

には赤や黒の彩色を施 しているもの もある。 しか し全国的に見てもこのような事例は少な く,不 安

定なこの種のうつわがどのような使われ方をしたのか現状では特定できていない。

尖底型器のほかに丸底型のうつわがみられる。大型のものは口径14cmあ まり,高 さ5cmあ まり,

小型のものは口径10cmあ まり,高 さ7cmほ どで大型のものより背が高い。明らかに把手が付いて

いるものがあ り,そ のほかのうつわも把手の痕跡がみられるものがある。この種のうつわはコップ,

片口,大 型の杓子である可能性 も含まれている。興味深いことは,原 木はいずれもヤマグワが多用

されているのであるが,尖 底型 うつわのほとんどは縦木取 りであるのに対 して,丸 型底のうつわは

横木取 りである。縦木取 りは横木取 りと比べて比較的工作 しやすいこと,出 土 した尖底型器の形態

が素朴であるのに対 して横木取 りの丸底型器は手の込んだ造 りであること,ま た尖底型器は弥生中

期 に集中し,丸 型底器は弥生後期に集中 していることが大きな違いである。

このほかに高台もしくは杯の脚部とみられる台がついたうつわがあり,高 杯に比べると脚部の高

さの比率が小 さく,脚 上部の径が大きいのが特長である。杯部の外面 ・内面,お よび脚部の外面に

は赤色の彩色が施されているが,こ の種のうつわも弥生後期に集中し,ヤ マグワを多用 しているこ

と,横 木取 りであることは丸型底器 と同様である。大きいものは口径20cmあ まり,高 さ6.7cm,高

さが11cmあ まりのものもみられる。把手を伴った容器は,中 に入れた ものを持ち運ぶのに便利で

あったと推測できる。また,高 台 もしくは杯の脚部を伴ったうつわの中で,口 径が10cmほ どのも
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のが椀に近い形である。

椀型(小 鉢型)木 器の全国的な出土状況は,縄 文晩期以前 「寿能遺跡漆塗 りの境(埼 玉県)」,

「滋賀里遺跡の小鉢型木器(滋 賀県)」の出土例がある以外は,弥 生時代のものが大半を占めている。

r考古資料大観V皿木製品」によって椀型木器の出土例をみてい くと,弥 生前期 「菜畑遺跡の椀型木

器(佐 賀県)」,「下稗田遺跡 ・下郡遺跡の小鉢型木器(大 分県)」,「比恵遺跡の小鉢型木器(福 岡県)」,

「唐古 ・鍵遺跡椀型木器 ・木鉢型木器 ・高台なし(奈 良県)」,弥 生中期 「原の辻遺跡の椀型木器

(長崎県)」,「百間川遺跡皿型木器(岡 山県)」,「池上遺跡 ・山賀遺跡椀型木器(大 阪府)」,「常代遺

跡小判型小鉢(千 葉県)」 などの事例がみえる。弥生時代前期のものは北西九州と近畿地方にみ ら

れ,そ のほかの地方は中期以降になる。なお椀型は口径 も高さも10cm内 外のもの,小 鉢型は大型

の椀 と言い換えてもよく,口 径が20cm,高 さは10cm内 外のものとした。

椀型木器については 「円形で深めの小型品,内 外を丁寧に磨き上げ,彫 刻や漆文様 を施 し,無 紋

のもので も漆などで黒色にするものが多い。精巧品で口縁はおおむね直立するが,底 部は平底,丸

底,高 台付 きなど種々の形 をとる。木取 り法は横木取 り11〕」,と いう報告がある。「椀の内外を丁寧

に磨きあげ,漆 などで黒色にするものが多い」 ということは,食 器として使用された可能性がある。

丁寧に磨 きあげ,漆 などをかける理由は,汁 物が漏れるのを防 ぐためであり,口 あた りをよくする

こととであったと考えられるからで,丁 寧に仕上げた木器であれば,た とえ剖物であったにせよ土

器の椀より口あたりはいいのではないか。

この時期に高台付 きの椀が出てくることも注目したい。高台付きの椀は弥生前期の佐賀県菜畑遺

跡か ら出土 したもので,口 径も高 さも10cmほ どのものと,口 径15cm弱,高 さ10cmほ どのもので

ある。椀の側面は底面から比較的鋭角に立ちあがっている。 しか しなが ら,韓 櫨 にかけることのな

い椀で高台を施す理由は明らかではない。仮に韓櫨を想定 したとして も,輔 輔の爪にかけるほどの

深さはみ られない。高台の存在は製作工程,お よび食文化との関係の中で考察 してい く必要がある。

高台は付いていないが小型の椀は唐古 ・鍵遺跡(奈 良県 ・前期),池 上遺跡(大 阪府 ・中期)か ら

出土 しており,高 台が付かない事例の方が多い。このほか口径が20cm前 後で高さが8cmか ら10セ

ンチ程度の鉢状,も しくは皿状の側面の立ち上が りはやや緩やかな器は前出の遺跡から出土 してい

るが,そ れが どのような使われ方をしたのかは明らかではない。

2.古 代の うつ わと食文化

(1)弥 生時代以降の木器の流れ

弥生時代,古 墳時代 を経て古代 に入る過程において身分の分化が進み,民 俗学が主に対象にして

いる常民層の生活が見えにくくなっている。歴史時代の発掘 も積極的に行なわれているが,古 代 に

おいては飛鳥宮,近 江宮,藤 原京,平 城京,長 岡京,平 安京などの王都を中心 とした発掘が優先さ

れているようである。以上のことを前提にして,古 代の木製品 と土器の関係 についてみていきたい。

弥生時代以降の木器の大まかな流れをみていくと,特 徴的なことは〔饒櫨 を用いて製作 した挽物 と,

容器 としての曲物が増えて くることである。前者については弥生時代後期の段階で轍 渣挽 きの高杯

が確認 されているという報告がある(石 川県西念 ・新保遺跡出土)。 弥生時代中期に,青 谷上寺地

遺跡から出土 している高杯も繭轄挽きではないかとされているが,現 状では判定が難 しい。古墳時

代前期 に,滋 賀県滋賀里遺跡から出土 した高杯は,縫 轄挽きであるとされているため,現 状では,
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輔轄を用いた挽物は弥生時代後期から古墳時代前期にかけて伝来,も しくは発生 した新 しい技術と

いうことになるo

曲物の容器については,青 谷上寺地遺跡をは じめ,兵 庫 ・福岡 ・滋賀 ・奈良の各県から弥生時代

中期か ら古墳時代前期の曲物の底板が出土 してお り,こ の技術が新時代に受け継がれていることが

うかがえる。弥生時代から古墳時代にかけての各地の曲物の出土品をみていくと,そ のほとんどは

底板であり,曲 物本体を出土 している遺跡は少ない。曲物自体が薄 く剥いだ板でできているため残

りにくいのであろうが,本 格的に使用されるようになるのは古墳時代以降を待たなければならない

ようである。後に述べるように曲物は,古 代において重要な役割を果たすのであるが,中 世のある

時期か ら結桶が登場 し,結 桶 との役割を分担するようになる。

椀型の器に関しては輔誼挽 きのものが主流になってい くが,古 代においては依然として,日 常雑

器は土器が主流であったと考えられる。また古代には漆塗 りの椀類がみ られるようになるが,日 常

的に使っていたとは思われない。日常的に使われるようになるのは,さ らに時代が下が らなければ

ならないであろう。これに対 して剖物の鉢型容器(木 鉢)や フネ型の容器は時代を越えて使い続け

られてきた。前者は粉食の伝統が継承されてきたことを物語る。 また脱穀 ・精白用掲 き臼も,さ ほ

ど形態を変えずに今日に至っているが,改 良された脱穀 ・精白用具の登場,ま た製粉用 としての石

臼(挽 き臼)の 登場によってその役割を終え,主 に横杵を伴った餅掲 き用臼として今 日なお使われ

ている。ただし竪杵は,祭 礼や儀礼の際の餅鳩 き用 として今 日なお見ることができる。

古墳時代の出土木製品 まず,弥 生時代 と古代をつなぐ時代である古墳時代の木製品を概観してみ

たい。 この時代の木製品の特性 として何点か見出すことができる。大陸渡来文化の影響を受けたも

の と,前 時代から続 く木製品の流れである。

この時代の主な出土木器をみる と,(1)武 器 ・馬具 ・祭具,(2)家 具 ・紡織具 ・楽器,(3)

容器,(4)農 耕具,(5)建 築材 ・運搬具に分けることができる。武器 ・武具は弥生寺時代にはす

でにみ られるが,馬 具はこの時代に新たに登場 したものである。木製の鞍や鐙の出土がある。家

具 ・紡織具 ・楽器 も弥生時代か ら続 くものである。天板 と脚を組み合わせた椅子(青 谷上寺地遺跡)

や,尻 の形 にあわせて天板を湾曲させた椅子(福 岡県 ・惣利遺跡)が 知 られている。組物(指 物)

については,や はり青谷上寺地遺跡から精巧 に組み立てられた箱や琴が出土 しており,大 型の家具

としては長さ60cm,幅35cmほ どの組み立て式の机が出土 している(福 岡県 ・雀居遺跡)2)。

容器は弥生時代の形 を踏襲 しているものが多いが,出 土量は減少しているという。土師器 ・須恵

器の存在,そ の後に出現する黒色土器や瓦器との関係であろうか。そのほか盒(皿 ・盤,蓋 付 きの

鉢),高 杯,槽,盆 型容器 などがある。蓋付 きの容器は弥生時代にあらわれたもので,そ のほかの

ものについても形の変化はあるものの前時代 を踏襲 しているとみていい。弥生時代 に多用されてき

た劇物は出土量が減少 しているものの,大 型化 してい くことがこの時代の特徴であろう。脱穀 ・精

白用の臼は,弥 生時代中期までは小型の臼が目立つのに対 して,後 期になると直径50cmか ら60cm,

高さ50cmほ どの大 きさの ものが見え始め,古 墳時代に入ると直径1mも の大 きなものが出現する。

また槽 ・盤の類について も大型化する傾向がある。どのような使われ方をしたのか明らかではない

が,大 型の槽がい くつかみられる。長さが1.5m,幅65cmほ どで,両 手で持ち運びができるように

短辺側に棒状の把手がついている(奈 良谷遺跡 ・古墳時代前期)。 これより多少小 さなものは静岡

県桓武西浦遺跡からも出てお り,何 らかの生業に関わるものかも知れない。
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もう1点 は,前 時代に引き続き渡来系の技術がみられることであろう。先の韓輔による挽物は大

陸からの伝来 という説がある。今回は木製農具についてはとくに取 り上げていないが,木 製農具は

すでに弥生時代に大陸か ら導入されており,木 製の鍬先にU字 型の鉄製の刃がつ くのは古墳時代に

入ってからだという。土器に関しては5世 紀の初めに大陸から須恵器が伝来することにより焼物の

種類が増加 し,高 度化 してい く傾向がみられる。その一方で弥生土器の製作技術が向上 し,土 師器

という名称を変えて古代に引き継がれていく。いずれも渡来人による力が大 きい。

古代の出土木製品 古代 とよばれる時代は,通 常奈良県明日香村に首都が定着する6世 紀末から,

平安時代が終焉する12世紀初頭 までの時代をさしている。この時代から歴史時代に入り,文 献史学

の分野で研究が進め られている。主に発掘による出土品の研究を進めているのが考古学であるが,

とくに近年においては歴史時代の発掘 もさかんに行なわれてお り,幅 の広い研究が可能な時代であ

る。 しか しながら私自身,こ の分野に関する知識や資料収集が十分ではなく,人 々の生活 を具体的

に浮き彫 りにする段階まで至っていないのが現状である。論考が断片的になることを覚悟の上でこ

の稿 を進めてみたい。

奈良時代の王都である平城宮趾の出土品は,瓦 や土器などの出土品と比べると木製品の出土量が

少ないが,こ の時代の木器の特徴を知ることができる。主なものをあげてい くと(1>武 具,(2)

挽物容器類,(3)曲 物容器類,(4)祭 祀用具,(5)そ のほか櫛,糸 巻き,紡 錘車,瓢 製杓,刀

子型製品,物 指,横 槌,下 駄,工 具の柄,箸 など多様な木製品が出土 している12)。またこのほか木

製のヘ ラや箸 も出土 しているが,剖 り物の出土は意外 と少ないという。この出土品からやはり食器

の主力は土器であ り,土 器を補う形で木器が使用されていたというのが大筋の見方である。

木器の出土量が少ないのは,土 器類に比べて残りにくいからであるが,最 も残 りにくいと考えら

れる曲物が出土 しているのに対 して,そ の他の木器類の出土が少ないのは不思議である。そのほか

柄杓,へ ら,箸 の類は土器では代用できにくいものであり,こ の時代 においても土器 と木器が使い

分けられていたと考えるのが自然であろう。またこの時代に箸が出土 していることに興味 をひかれ

る。

挽物類 このうち挽物容器類と曲物容器類を取 り上げると,前 者は盆,盤,椀,蓋,高 杯があ り,

その中には漆をかけたものが多 くなるという。漆を施 した出土品は縄文時代からすでにみ られ,弥

生時代の木製品にも彩色を施 したものが出ている。ところが,そ の間には大きな変化があったこと

は否めないであろう。漆器の素地となる挽物容器類の製作は,横 軸の木工用輔輔 と特殊な醜輔用カ

ンナが伴 うのであ り,饒 轍を扱う工人である輔輔工の存在を確認する必要があろう。競櫨工が文献

にあらわれるのは8世 紀に入ってからのことで,正 倉院文書の中に7件 の記載がみられる13)。具体

的な記載については 「古代の輔輔工と渡来人(1)」 で述べているので省略する。

この韓轄工の中に,明 らかに渡来系とみられる者の名前がみ られることから,輔 雛が渡来系の道

具ではないかと推測されるユ4)。この種の輔輔工が盆,盤,椀,蓋,高 杯 などの挽物類の製作に従事

していたことが考えられ,立 場上宮廷で用いるものが中心であったであろう。漆工についても同様

であったと考えられる15)。しか しながら先にみてきたように,挽 物類の基本 になる原木の伐採,玉

切 り,割 る,剖 る,仕 上げといった技術は縄文 ・弥生時代から継承 されてきたものであり,そ の技

術の上に新たな技術が加わったとみていい。

曲物類 曲物容器類に関 しては,圧 倒的に多いのがヒノキ製の曲物で,柄 杓,桶 類,蒸 籠などが
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ある。曲物類は弥生時代中期 には出土 していることは先に述べたが,底 板 ・側板 とも樹皮で作 られ

たものが縄文晩期に秋田で出土 してお り,古 墳時代後期においても前橋市,い わき市,多 賀城市 な

ど関東 ・東北地方で出土 している。樹皮は腐 りにくく,と くに曲物を縫合わせるために使 うヤマザ

クラなどは,木 部が腐って しまっても樹皮は残る。樹木の性質を知 りつ くした優れた知恵である。

これにたい して,薄 い板 を剥いで側板 として利用するという方法がある。この方法は韓韓用カンナ

と同様,鋭 利な刃物 を必要とし,そ の後の曲物の主流を占めるようになる。 したがって,製 作技術

と使用する工具をセットとして考える場合,樹 皮製と板材の曲物 とは区別 して考えた方がいいであ

ろう。古墳時代 までの曲物の主な出土例は以下のとお りである。

(A>縄 文晩期:秋 田市(底 板 ・側板 ・樹皮)

(B)弥 生前期:兵 庫県姫路市(底 板 ・サルナシ?32.7cm)

(C)弥 生中期:鳥 取市,島 根県松江市(底 板 ・スギ ・34.5cm),京 都府弥栄町(底 板2&9cm)

(D)弥 生後期:福 岡県春 日市(底 板 ・ヒノキ属37.4cm)

(E)弥 生後期～古墳前期:滋 賀県守山市(底 板 ・31.Ocm),三 重県津市(底 板 ・ヒノキ),静 岡

市(底 板)

(F)弥 生末～古墳前期:奈 良県榛原町 ・底板

(G)古 墳前期:静 岡市(底 板 ・スギ?長 さ743cm)

(H)古 墳前期～中期後葉:奈 良県榛原町(底 板 ・ヒノキ22.5cm)

(1>古 墳中期:大 阪市(底 板 ・側板 ・ヒノキ属292cm),神 奈川県小田原市(底 板 ・52.5cm)

(J)古 墳中期～後期:滋 賀県 日野町(底 板 ・67.3cm)

(K)古 墳後期:福 島県いわき市(底 板 ・側板 ・樹皮),群 馬県前橋市(底 板 ・樹皮),宮 城県多

賀城市(底 板 ・側板 ・ケヤキ樹皮33。6cm)

(『考古資料大観8』 による)

樹皮製の曲物 を除 くと,そ の出土例は関東地方西部から西北九州までの地域になる。このうち底

板 と側板が出土 しているのは,古 墳中期に大阪で出土する(1)だ けで,あ とは底板のみの出土で

ある。常識的にみれば,底 板が残るのであれば樹皮は残るはずであるが,正 確には側板が樹皮であ

ったのか木製であったのか明らかではない。

弥生時代における曲物の傾向は,直 径(長 径)が30cm前 後のものであるのに対 して,古 墳時代

になると大型の曲物が加わる。(G)静 岡県,(H)奈 良県,(1)神 奈川県,(J)滋 賀県の事例が

それで,こ の側板が板材 を用いたものとすれば,板 をへ ぐ段階で使用 した刃物の検証が必要になる

であろう。底板が大 きくなればそれに伴って側板の背も高 くなることが考えられ,刀 状の長い刃物

で,し かも鋭利なものを想定する必要があろう。また,弥 生時代後期からヒノキ材を使用する傾向

が現れることも,そ の後の木材利用に大 きな影響 を与えることになる。スギ材 に比べるとヒノキの

材質は緻密であり粘 りがある。 したがって耐用年数は長くなるが,こ の現象に関 しても刃物の質の

向上があったことを前提 とすべ きであろう。良質な刃物であれば細工は細部にわたることが可能に

なり美 しく仕上げることがで きる。 またその後ヒノキ材の使用は増加 し,古 代 における寺院建築の

多 くはヒノキ材を用いている。

大型の曲物の需要が増えてい く理由の一つは,井 戸の側板 としての利用があげられる。岡遺跡

(奈良県 ・明 日香村〉,樫 原遺跡(奈 良県 ・樫原市),平 城京をは じめ として,大 型の曲物製井戸側
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が出土 しているのはその一例である。井戸側の口径(長 径)は,小 さいもので50cmほ ど,大 きい

ものは1mを 越えるものがみられる16>。これら井戸側の需要の増大は,当 時の都市の建設,お よび

壮大 な伽藍をもつ寺院建築との関係が深いであろう。そ して曲物を使用 した井戸側は,中 世の遺跡

からも数多 く出土 してお り中世の町づ くりにも生かされてい く。

井戸側ばか りでな く,曲 物は様々な形で利用されるようになる。たとえば,平 城京出土品の中で

みて きたように,柄 杓,桶 類,蒸 籠などの曲物がある。平城宮趾から出土する柄杓は口径が15cm

前後,深 さが11βcmか ら14.5cmの 比較的大型のものである。またこれより小型の ものは平安京跡

からも出土 してお り,柄 杓の大 きさによって使い分けていたことがうかがえる16)。また曲物桶類に

関しても多用されていたことは推測できる。補強のために吸口と底の部分に同 じ曲物のタガをはめ,

底 を補強すれば桶として十分機能する。 しかも創物桶 よりも軽 く,用 途 によって大 きさも自由に変

えることができる。柄杓や水桶,盟 の類は常時水 を入れてお くものではなく,後 に結桶に変わって

からも,使 い終わった後は水をきって陰干 しすることが通常の使い方であった。

このほか古代 においては,折 敷,湯 桶,運 搬用桶,節,な どとして使われていたことが明らかに

されている。折敷は食器や神膜 をのせ る台であ り,湯 桶 は儀礼や宴会の際に酒を継 ぐ器具である。

運搬用の桶は野菜など比較的乾燥 したものを運ぶとき,節 は穀物の選別や粉の調整に,ま た甑は蒸

し器 として用いたのである。出土例としては確認できていないが,小 型のものは弁当箱,苧 桶,火

鉢,小 物入れ,水 桶など,長 方形の大型の曲物は衣服等の収納にも使われていたことが民俗事例で

は確認で きる。

曲物の普及は当時の生活,と くに食文化,生 業,信 仰 ・儀礼等 と広 くかかわっていた。 と同時に,

弥生時代の特色であった創物容器が滅少するのは,曲 物の普及と深 くかかわっているように思 う。

このような曲物の普及を可能にしたのは,そ の素材 となるヒノキの活用が広 く行われるようになっ

たこと,そ して鋭利な刃物の出現と関係が深い。

(2)古 代の食文化と器

当時の器の使われ方についてはいつかの事例を見い出すことがで きる。黒崎直氏は,藤 原宮趾や

平城宮趾出土の木簡に書かれた原料名や献立表などを手掛か りにして,8世 紀の貴族階級,下 級役

人,庶 民の食卓を推定 し,復 元している17)。

貴族階級の食卓は大型の木製脚付の膳に14個 もの器が並び,食 事の内容は 「鮎,鯛 ・飽 とウニの

あえもの,心 太(寒 天),蘇(乳 製品〉など,山 海珍味で構成 され,デ ザー トの果物 も並んだ豪華

なもの」 とある。一部は推定であるが器の形態 とその数、および食物をみていくと,皿 より深めの

器 〔大2(飯),中2(汁 物 ・蘇),小3(酢 の物?・ 塩ほか)〕,皿 〔中3(寒 天ほか)〕,深 めの皿 〔大

1(鮎),中1,小1〕,蓋 付 きの器1(鯛 ・飽 とウニのあえもの),高 杯1(果 物),の 構成である。

皿より深めの器は杯の形に近く大 ・中 ・小がみられ,一 番大 きな器に白米に近い飯が盛 られている。

また蓋付 きの器にはあえもの,高 杯には果物が盛られている。

下級役人の食卓はやはり脚付の膳に,大 型の深めの器1(玄 米),中1(汁 もの ・蓋付 き),小1

(蘇),大 型の皿には鰯,皿 より深めの器には酢の物1・ 塩1・ 不明1,の 合計7種 類の器が使われ

ている。 また庶民の食卓は,脚 の付かない盆状の膳に大型の深めの器1(玄 米),中1(汁 もの),

小1(塩),皿1(酢 の物),4種 類になる。今 日でいう1汁1菜 である。貴族階級の食卓に比べる
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古代の競轄工と渡来人(n)

と大 きな差があることがわかるが,一 番大 きな器に玄米のご飯が盛 られている。器はいずれも土師

器,須 恵器,木 器を使っていた とい う。 またこの頃にはまだ箸はなく,木 製の匙を使っていたこと

がみえている。

もう一例の食卓はやは り奈良時代の貴族 と下級役人のもので,こ ちらはいずれも曲物の盆の上に,

前者は大型の深めの皿に強飯,中 型の皿にはシカ肉の膳,ア ユの塩焼 き,深 めの椀状の器にアワビ

のウニ和え,ワ カメ汁,そ して高杯にはクリ ・シイ ・ヒシの実,枝 豆,サ トイモ,小 ミカンが載っ

ている。また後者の下級役人の食卓 には玄米,ヒ ジキの煮物,そ して塩の3品 であ り,汁 もの もな

い質素な食事である。いずれ も土師質の器であるが,ア ワビのウニ和えと塩は黒色土器の ような小

鉢 を使用 している。 またこちらの膳 には白木の箸が添えられている。

西東秋男氏は,当 時の食事について 「奈良時代の主食は,今 でいう強飯(こ わいい)を 常食 とし

たが,貴 族階級ではほかに葭(か ゆ),粥,甜(か ん)醤 ・粉水 を食 した。強飯は米 を甑で蒸 した

ものであ り,今 日の赤飯の蒸 し方と共通する。下層庶民は米飯は少なく,オ オムギ,コ ムギ,キ ビ

などの雑穀類 を昆用 したと思われる」 という。「字源」(角 川書店)に よると 「館(か ゆ ・せん)」

は比較的水分の少ない粥状のもの,「粥」は水分の多いものをいい,甜 は今日でいう重湯の ような

ものであるという。そのほかこの時代は唐文化の影響を受けて調理にゴマ油の使用があ り,イ ノシ

シの肉は階層の上下を問わず食されていたという。また魚はイワシが多 く,酒 は濁 り酒が一般的で

あったという18》。

平安時代(794年 ～1190年)の 頃の食文化については,奈 良時代からの強飯(こ わいい)は この

時代 も主食 として食されてお り,そ のほかに編糠(ひ めいい)が ある。強飯は甑で蒸 したもの,

編糠は水を多 くして米を柔 らか く炊いた飯で,今 日の飯の炊 き方と共通するという。このほかに水

飯(す いはん),湯 漬けが行なわれた。水飯は 「ひめいい」もしくはこれを干 した もの を水 に潰け

柔 らか くしたもの,ま た湯漬けは湯を入れて柔らかくしたものである。また粥は11世紀から12世紀

初頭に成った 「宇津保物語」や 「今昔物語」にみえる食品で,堅 粥と汁粥の2種 類があったとされ,

前者は今の飯のようなもので器に高 く盛ることができる飯,後 者は今の粥 と同様のものであったの

ではないかとい う。

この時代には魚肉,鳥 肉,野 菜類を煮た熱い汁ものである菱物があ り,鳥 肉,獣 肉,魚 肉は干物

にして食べてお り,ア イヌ族の食文化を連想 させるものがある。また馴鮨(な れず し)と してアユ,

フナ,サ ケ,ア ワビ,雑 魚などを使った鮨類があった。馴鮨は魚を塩でまぶ して一夜漬けにし,水

気を切って飯 とともに桶 に詰め,重 石をのせて数日間圧 し,酸 味が生 じた頃に食べ るものであった。

奈良時代の食品 と比べると,主 食,副 食とも種類が増え,ま た熱 く炊いたものが多 くみられるよう

になる。

これら食品と器の関係をみてい くと,椀 型と皿型の器が使い分けられてきたことが理解できる。

古代 においては,上 流階級の主食として強飯が継続 していたことを知るのであるが,橋 米にせ よ梗

米にせよ,蒸 した米は比較的水分が少ない。このような飯を食べるときは皿状の器が適 してお り,

今日でも赤飯は皿に盛 ることが多い。また皿型の器は焼いたものや乾燥 したものに適 している。奈

良時代 には階層の上下を問わず食されていたというイノシシの肉や魚は,焼 いて食べるか雑炊にす

る方法があった。鳥肉,獣 肉,魚 肉は干物類,ま た馴鮨(な れず し)の 類 も皿 を使 うことが多かっ

たように思 う。
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その一方で,汁 ものの飲食には椀型の器が適 している。平安時代にはいると今日と同 じ炊 き方 を

したご飯,菱 物類,湯 漬けや水漬けのようなものを食べている。椀状の器を用いる機会や温かいも

のを食べ る機会が増えてきたことがわかる。土器製の皿や境が多用されてきたのは,こ のような当

時の食文化と密接に関係 したものであった。

伊勢神宮の外宮で毎朝夕に行われる 「日毎朝夕大御撰祭」では,土 器の器が用いられている。神

様への食事はご飯,野 菜,生 魚,も しくは乾魚,乾 鰹,海 草,酒,果 物,塩,水 であるが,使 われ

ている器は酒と水はきゅうす型の壺,塩 は壼に入れる以外は,す べて土器製の皿である。ご飯は蒸

したものを皿に盛って供えてお り,そ のほかの神饒も皿に盛 られている。また,奈 良東大寺の二月

堂で毎年3月 に 「お水とり」の行事が行われる。この行事に先立って僧たちがお籠 りをするが,こ

の ときの食事作法を食堂(じ きどう)作 法とよんでいる。食事は汁 とご飯 と簡単な副食物であるが,

汁はやや小 さめの鉄鉢型の漆器の椀であ り,飯 は強飯ではないが浅鉢型の漆皿が使われている。浅

鉢型の漆皿は,古 代 における 「圷」を連想させるものがある。二月堂の食堂作法で,漆 皿 と漆椀が

いつごろから使われるようになったかは明らかではないが,皿 型の器で飯を食べ る習俗は強飯の食

べ方を継承 しているのではなかろうかの。

飛鳥,奈 良,平 安の各時代 に出土 した木器のうち,平 城宮趾出土の挽物については,盆,盤,椀,

蓋,高 杯があり,そ の中には漆をかけたものが多いことは先に述べた。漆椀 と土器の境は身分によ

る使い分け,用 途による使い分けがなされていたことは,先 の貴族階級の食卓 をみても推測で きる。

供膳具 としての木製の椀や皿は,木 地のまま使用するとゆがみが生 じたり,食 物 による汚れが目立

つようになる。そのため漆やその他の塗料が塗 られることにより,必 然的に高級品として扱われる

ようになったのであろう。白木地のものは祭祀用の器として使用されていた可能性があるが,伊 勢

神宮で行われる 「日毎朝夕大御僕祭」でみたように,伝 統的には土器の皿が使われていたようであ

る。

まとめにかえて

古代における焼物の変遷は,同 じ時期における木器の動向をみていく上で様 々な示唆を与えてく

れる。第1点 は,古 代においては小型の椀類や皿の類の多 くは土器が使われていたことである。 く

りかえしになるが,土 器 を中心 にしてそれを補 う形で木器が使用されていたということが,平 城宮

趾を始め とした同時代の出土品から明らかにされてきたと考えていいようである。

弥生式土器の伝統を受け継いだ土師器は改良が重ねられ,土 器の欠点を補う工夫が行なわれた。

それが畿内を中心に出現 した黒色土器や瓦器であり,東 日本においては輔韓仕上げによる土師器の

改良であった。 このような改良が土器の普及と長期間にわたって使用 されてきたことにつながって

いる。中世においても土器は主要な器として存在 した。また5世 紀以来,渡 来人による技術導入が

なされた須恵器は,大 型の窯による大量生産を前提 としていた。後には中世古窯の誕生に影響を与

えることになる。

土師器 と須恵器は,前 者は煮沸用器具,後 者は貯蔵用容器として使い分けられてきたが,蓋 圷,

圷,境,皿,盤,高 圷などの供膳具においては,両 方が共用されていたことが明らかになっている。

したがって,古 代 においては供膳具としての木製の椀や皿は,土 器や石器に比べて残 りにくいため

に出土 しないだけではなく,使 用の範囲が限られていたと考えられる。 また出土品をみるかぎりで
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古代の輔轄工と渡来人(H)

は漆やその他の塗料を塗ることが一般的に行なわれていたことを示唆 してお り,白 木地の椀や皿は

日常的には使われていなかった可能性が高い。

小型の椀型の土器は縄文時代後期から出土量が増加 していくが,弥 生時代に至って木製の椀 と一

時的に共存するようになり,古 代 に入ると土師器や須恵器に代わってい く,と 理解 していいようで

ある。飛鳥,奈 良,平 安の各時代に出土 した木器のうち,挽 物については,「盆,盤,椀,蓋,高

杯があり,そ の中には漆をかけたものが多い」ことに注目したい。漆および漆器については別の機

会に述べることにするが,平 城宮趾から漆塗りの椀が出ていることは,漆 椀 と土器の境 は身分によ

る使い分け,用 途による使い分けがなされるようになったことが推測で きる。 しかしながら具体的

な根拠は未だ希薄であるため,今 後なお考古学研究の成果を見守って行かなければならないであろ

う。

第2点 目は,古 代末期から中世にかけての状況である。多様な容器や食膳具 を生産 して きた須恵

器が,畿 内においては9世 紀後半,関 東地方はll世紀,東 北南部は12,13世 紀の頃,北 部は14世紀

に入ると急速に衰退 していったこと,東 海地方においては,須 恵器 ・甕器生産技術の蓄積の上に壼,

甕類が生産され,そ のほかに 「山茶碗」,「小皿」とよばれる椀 ・皿類を大量に,か つ長期にわたっ

て焼いていること,そ して北陸や中国地方においても同 じ傾向がみられることが報告されている。

瀬戸,常 滑,信 楽,越 前,備 前,丹 波などを代表とする中世における窯業は,須 恵器 ・姿器の系統

を引いてお り,そ れの継承および変質したものであるという19)。さらに上記の窯場で製作された焼

物は壼 ・甕類と小型の塊 ・鉢類 との併存が認められるが,時 代が新 しくなるにつれて,壼 ・甕 ・摺

鉢に特化 していった窯場が多いヒ とが注目される。この傾向は食文化の変化 と木器や漆器の問題 と

複合 させて考えていく必要があろう。

中世までの うつわの歴史をたどっていくと,東 日本では12世 紀 ・13世紀(古 代末か ら申世初期),

そして西日本では14世紀 ・15世紀のころが変革時期という想定が可能であろう。近畿地方において

は,須 恵器の後に出現 した黒色土器や瓦器の最盛期が14・15世 紀ころであ り,以 後 しだいに減少し

てい く。また東 日本においては,須 恵器 ・土師器が減少 してい く時期が12・13世 紀であるとすると,

その後主に使用 された小型の うつわや容器の存在については不明な点があまりにも多い。中世の古

窯で焼かれた製品の多 くは甕,壼,摺 鉢などの比較的大きな容器であ り,椀 や皿の存在はきわめて

薄い。東海地方においては,山 茶碗や小皿の普及がみられるが,そ れは地域的に限られるようであ

る。 したがって,そ の後のうつわの主流は木器や漆器が果たすことになるであろうという想定する

のであるが,そ れを裏付 けるには韓轄工(醜 轄師 ・木地師 ・木地屋)の 動向について,ま た漆器の

技術的変遷について,さ らなる確認作業が必要である。
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